
  

   

受
付
期
間　
　

月
1
日
（
火
）

10

　
　
　
　
　
　

〜　

日
（
金
）　

18

試 
験 
日　
　

月
１
日
（
日
）

12

試
験
会
場　

佐
世
保
市
役
所

■
受
験
資
格

　
（
①
〜
③
の
す
べ
て
を
満
た
す
人
）

　

①
昭
和　

年
4
月
2
日
以
降
に
生
ま

50

　

れ
た
人
で
、
高
等
学
校
ま
た
は
こ
れ

　

と
同
等
と
認
め
ら
れ
る
学
校
を
卒
業

　

し
た
人
か
、
平
成　

年
3
月
ま
で
に

15

　

卒
業
見
込
み
の
人
（
大
卒
、
短
大
卒

　

の
人
を
含
む
）

　

②
申
込
日
現
在
で
、
身
体
障
害
者
福

　

祉
法
第　

条
に
定
め
る
身
体
障
害
者

15

　

手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

　

③
自
力
に
よ
る
通
勤
が
で
き
て
、
介

　

護
者
な
し
に
一
般
事
務
職
と
し
て
の

　

職
務
遂
行
が
可
能
な
人

■
採
用
予
定
人
員　

若
干
名

■
受
け
付
け
、
お
尋
ね

　

市
役
所
総
務
部
人
事
課

　
　
　
（
�
�
１
１
１
１
）

  　

�
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正

　

消
防
法
な
ど
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

火
気
設
備
・
器
具
等
の
管
理
基
準
（
離

隔
距
離
）
の
統
一
な
ど
を
し
ま
す

�
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　

国
民
健
康
保
険
法
な
ど
の
一
部
改
正

に
伴
い
、
被
保
険
者
の
一
部
負
担
金
の

割
合
や
国
民
健
康
保
険
税
の
所
得
割
算

定
方
法
な
ど
を
見
直
し
ま
す

�
市
水
道
事
業
及
び
下
水
道
事
業
の
設

　

置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

西
部
処
理
区
の
新
設
と
中
部
処
理
区

の
区
域
拡
大
に
伴
い
、
公
共
下
水
道
事

業
規
模
を
変
更
し
ま
す

�
一
般
会
計
の
主
な
も
の

� 
老
人
福
祉
施
設
整
備
事
業
費

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

　

生
活
支
援
ハ
ウ
ス

　

・
三
千
百
三
十
二
万
六
千
円

�
精
神
障
害
者
施
設
整
備
事
業
費

　

生
活
訓
練
施
設
、
短
期
入
所
施
設
、

　

通
所
授
産
施
設

　

・
九
百
六
十
九
万
七
千
円

�
大
気
汚
染
防
止
機
器
整
備
事
業
費

　

窒
素
酸
化
物
自
動
測
定
記
録
計

　

オ
キ
シ
ダ
ン
ト
自
動
測
定
記
録
計

　
（
相
浦
・
早
岐
測
定
局
の
機
器
更
新
）

　

・
千
二
百
六
十
万
円

�
水
質
汚
濁
防
止
機
器
整
備
事
業
費

   
ガ
ス
ク
ロ
マ
ト
グ
ラ
フ
質
量
分
析
装

　

置
を
更
新

�
農
地
情
報
管
理
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業

　

費

　

・
三
百
三
十
二
万
二
千
円

�
畜
産
環
境
保
全
対
策
事
業
費

　

た
い
肥
化
処
理
施
設
整
備
な
ど

　

・
三
千
九
十
四
万
九
千
円

�
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
事
業
費

　

・
七
百
八
十
四
万
円

�
子
育
て
学
習
事
業
費

　

・
七
十
八
万
円

�
奉
仕
活
動
・
体
験
活
動
推
進
事
業
費

　

・
六
十
三
万
六
千
円

�
緊
急
雇
用
創
出
事
業

　

8
事
業
で
延
べ
3
千
人
の
雇
用
を
創

　

出
す
る
見
込
み

　

家
庭
用
小
型
焼
却
炉
回
収
事
業
費
、

　

松
く
い
虫
駆
除
事
業
費
、
西
海
パ
ー

　

ル
シ
ー
リ
ゾ
ー
ト
環
境
整
備
事
業
費

　

な
ど　

　

・
五
千
四
万
七
千
円

�
経
済
対
策
事
業

　

公
共
施
設
や
道
路
整
備
、
河
川
改
修
、

　

水
路
新
設
な
ど

　

・
二
億
円

�
特
別
会
計

�
卸
売
市
場
事
業　

　

牛
海
綿
状
脳
症
（
B
S
E
）
対
策
施

　

設
整
備
事
業
費

　

・
四
千
二
百
万
円

�
老
人
保
健
医
療
事
業

　

医
療
保
険
制
度
の
改
正
に
伴
う
事
務

　

費
（
シ
ス
テ
ム
改
修
な
ど
）

　

・
二
千
万
円

�
介
護
保
険
事
業

　

認
定
調
査
等
事
業
費

　

・
二
千
三
百
万
円

条
例
の
改
正

2002.10

九
月
定
例
市
議
会

補
正
予
算
な
ど
審
議

補

正

予

算

　

9
月
6
日
か
ら　

日
ま
で
の
予
定
で
9
月
定
例
市
議

27

会
が
開
か
れ
、
総
額
5
億
2
9
6
5
万
円
の
一
般
会
計

補
正
予
算
案
な
ど　

議
案
、
4
報
告
が
提
案
さ
れ
ま
し

29

た
。

　

補
正
予
算
は
、
主
に
国
や
県
の
補
助
決
定
に
伴
う
も

の
や
緊
急
雇
用
創
出
事
業
、
経
済
対
策
事
業
な
ど
で
す
。

　

合
併
を
す
る
際
に
重
要
な
判
断
材
料
の
一
つ
と
な

る
の
は
、
合
併
に
よ
っ
て
財
政
基
盤
が
強
化
さ
れ
る

か
ど
う
か
で
す
。

　

今
回
は
、
長
崎
県
が
作
成
し
た
合
併
財
政
計
画
支

援
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
模
擬
実
験
）
テ
ス
ト
版
を

基
に
、
特
例
的
な
財
政
支
援
が
あ
る
合
併
後　

年
間

15

を
想
定
し
、
そ
の
効
果
を
試
算
し
て
み
ま
し
た
。

 
備       考

佐世保・吉
井・世知原
任意合併
協議会

佐世保・
西彼地域
任意合併
協議会

       205      330歳入増加額計（Ａ）
　合併特例債に係る措置など        100       147　地方交付税の増加
　社会福祉費、国庫負担金など          50  　    95　国・県補助金の増加
　合併後のまちづくりを行うた

　めの借金を合併特例債（※）　

　で賄う
          55         88　地方債の増加

       130      215歳出増減額計（Ｂ）
　議員、職員、特別職の減による  　▲ 71  ▲  133　人件費の減少
　社会福祉費の負担増          51       103　扶助費の増加
　合併に伴うソフト事業実施の

　ための基金（貯金）
          22         31　積立金の増加

　合併後のまちづくりを行うた

　めの借金の支払い
          21　　  35　公債費負担の増加

　臨時的な経費、住民サービス

　向上のための費用
          49         86　合併に伴う増加費用

　合併に伴う施設の整備など          58         93　投資的経費
         75　  115合併効果 (A) ー (B)

合併後 15 年 間 で の財政効果

試算の結果、次のような合併効果を見込むことができます。
・佐世保・西彼地域（西彼町、西海町、大島町、崎戸町）では約 115億
　円、佐世保・吉井・世知原地域では約 75億円の余剰財源が確保でき
　るため、財政基盤の強化を図ることができます。
・余剰財源を住民サービス向上に振り分けることができます。
・合併特例債（※）を活用すると、同じ規模の投資を通常債で行う場合
　よりも、起債額（国からの借金）の支払いを抑えることができます。
お尋ね　市役所市町村合併事務局（��１１１１）

　 任 意 合 併 協 議 会

身
体
障
害
者
を
対
象
と
し
た

市
職
員
の
採
用
試
験

単位（億）

シリーズ�


